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目目 的的

今回、我々はアムテック社より新たに発売された今回、我々はアムテック社より新たに発売された

過酢酸系洗浄剤過酢酸系洗浄剤SanacaideSanacaide--EPEPを使用する機会を使用する機会

を得たので報告するを得たので報告する｡｡



方方 法法

日機装社製個人用患者監視装置日機装社製個人用患者監視装置 （（DBGDBG--0202）） を過酢酸系洗浄剤を過酢酸系洗浄剤

（（SanacideSanacide--EPEP））11剤にて洗浄消毒剤にて洗浄消毒 （ｼﾝｸﾞﾙﾊﾟｽ方式にて（ｼﾝｸﾞﾙﾊﾟｽ方式にて5050倍希釈倍希釈//日）日）
を行いを行い､､ETET･･生菌数を測定し生菌数を測定し ､､22剤消毒時剤消毒時 （次亜塩素酸（次亜塩素酸NaNa毎日毎日･･
酢酸酢酸22回回/W/W各各5050倍希釈）と比較検討してみた倍希釈）と比較検討してみた｡｡

洗浄パターン洗浄パターン
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SanacideSanacideシリーズの組成シリーズの組成
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サンプルポイントサンプルポイント

RORO供給供給
装置装置

個人用患者監視装置個人用患者監視装置

透析液供給装置へ透析液供給装置へ

ダイアライザーへダイアライザーへ

ETRFETRF



一剤消毒一剤消毒((過酢酸過酢酸))によるによるETET・生菌数の推移・生菌数の推移
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使用前 3ヵ月後 6ヵ月後

ETRF前

ETRF後
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培養結果培養結果
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Sanacide-EP使用前
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除錆の評価除錆の評価



水洗性の評価水洗性の評価

パックテスト過酸化水素（測定範囲：０．０２～５ｍｇＨ２Ｏパックテスト過酸化水素（測定範囲：０．０２～５ｍｇＨ２Ｏ/L/L）使用）使用
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電顕結果電顕結果
表-1  透析装置部材劣化への影響検討（使用６ヶ月 Sanacide-EP 50倍） 
部品No S-1 S-2 S-3 S-4 S-5 S-6 S-7 S-8 S-9 
部品名 Ｏリング(小) Ｏリング(中) Ｏリング(大) スプリング ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ ﾎﾟﾍﾟｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞ弁 ｲﾝﾍﾟﾗｰ 
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考考 察察

　細菌培養は次亜塩素Na＋酢酸と比較しても大きな差は見られなかったが低下傾向で

あった。６ヵ月後に一過性に上昇したがこれは内部部品交換を行った為と思われた。

洗浄性では目視でも確認できる程除錆効果が見られた。これは、機器表面を溶解した為

と思われたが機器や内部消耗品に及ぼす影響は確認されなかった｡

水洗性は良好で､10分後で約0.02ppm程度の濃度に低下し､20分後には検出感度以下

となりその後は検出されなかった。また、シリコン内に過酢酸が残留するとの報告がある

が翌朝に測定しても検出感度以下を維持していた。当院ではシングルパスにて施行した

為、残留しなかったと考えられた。

また、非劇物扱いの為、従来の頻雑さも無くなり使用しやすいと思われた。また、非劇物扱いの為、従来の頻雑さも無くなり使用しやすいと思われた。

　今後の課題は、ETRF前で生菌数は低下したがET値は1以下になっていない為、更なる

工夫が必要だと考えられた。



結結 語語

　　過酢酸系洗浄剤過酢酸系洗浄剤 SanacideSanacide--EPEPによるによる11剤消毒は剤消毒は､､

ETET･･生菌数共に低値を維持でき、部品の劣化も少なく生菌数共に低値を維持でき、部品の劣化も少なく

　　
機器の洗浄に使用可能であると思われた機器の洗浄に使用可能であると思われた｡｡


